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 北海道開発局では、国道５号を含む札幌駅周辺の面的な交通混雑、バス乗降場の分散による

利便性の低下等、札幌駅周辺の交通課題を解決するため、多様な交通モードによる交通結節機

能の強化に向けて関係機関等と連携し、具体的な取組の検討を行っている。本稿では、交通結

節点機能のうち、バスターミナルの諸元決定のために行った全国でも事例の少ないバスの走行

実験及び実験結果の反映状況について報告する。 
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1.  │∂╘⌐ 

 2030年には北海道新幹線の札幌延伸や、都心アクセス
道路の整備、さらには現在、冬季五輪の招致等を行って

おり、札幌都心は大きな分岐点を迎える。しかし、現状

として都市間バス・路線バスの乗降場の分散や、面的な

渋滞、災害時の交通と一時避難者の受け入れ空間の確保

等、札幌都心は多くの課題を抱えている。 
 北海道において、世界とのゲートウェイとなる札幌で

は、海外・道外の対外的な流動と、道内流動を結節する

北海道の拠点としての役割が求められており、札幌駅に

新たなバスターミナルが計画されているところである。 
 本稿では、新たなバスターミナルにおいて、利用者、

バス事業者の双方にとって最適なバスターミナル空間と

するための検討手法について述べる。  
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(1) ─ⱨ꜡כ 

 新たな札幌バスターミナルでは、再開発の建物との一

体型のバスターミナルが計画されているが、一般的な単

独バスターミナルと比較し、空間検討を行う際の制約条

件は大きい。その限られた空間の中で、利用者はもちろ

ん、バス事業者にとっても利用しやすいターミナル計画

の立案が求められている。 
このような中で、再開発ビル建設に必要な施設計画を

札幌駅交流拠点北５西１・西２地区市街地再開発準備組

合（以下、準備組合）が提示し、北海道開発局が軌跡検

討等の分析・検討を実施した。 

(
)
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(2)  
札幌バスターミナルが計画されている北5西1地区を対
象に、軌跡検討を実施することが必要であったが、本検

討を実施した際には、特定車両停留施設の構造等の技術

基準が策定中であったことから、自動車ターミナル法お

よび道路構造令の設計車両、また、実際に使用が想定さ

れている都市間バス車両の諸元1）を基にして軌跡検討を

実施し、どのようなバスでも走行可能な空間であるかを

検証し、バスターミナルの設計へ反映を行った。 
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 軌跡検討結果を施設設計へ提示して空間の見直しを実

施するといった作業サイクルを幾度となく繰り返し、最

終的には机上検討において問題なく走行が可能な空間で

あることを確認できた。（ 3. 4） 
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(3)  Ᵽ☻ ┼─ⱥ▪ꜞfi◓ 
軌跡検討結果を基にした施設配置計画にて、以下のバ

ス事業者との意見交換会を実施した。 
・北海道中央バス株式会社 
・株式会社じょうてつ 
・JR北海道バス株式会社 
 各バス事業者へのヒアリングの結果、札幌市内でのバ

スターミナルは、直進して通り抜けるタイプのバスター

ミナルが多く、今回計画している周回型のバスターミナ

ルは少ないこと、バス走行空間に柱があるターミナルも

札幌市内に存在しないことから、机上での検討結果では

良否の判断が困難であるとの意見が多数挙がった。 
 そこで、バス事業者にも使いやすいバスターミナルと

するために、実際に設計図面を再現して走行するバス走

行実験の提案を行い、バス事業者各社の協力の下で実験

を実施する運びとなった。 
  

3.   

(1)  ─  
 バス走行実験を行うにあたり、再度バス事業者3社へ
ヒアリングを行い、実際に再現すべき点や、実験走行に

当たっての懸念事項の洗い出しを行った。 
その結果、入り口付近の柱の再現や、走行時の停車車

両、輻輳する交通を再現すべきであることなど、様々な

懸念事項が挙げられた。それらを踏まえ、ターミナル車

路やバース別入出庫での走行ケースの抽出・選定を行い、

実験資材の手配、実験タイムテーブルなどを盛り込んだ

第一回の走行実験計画を策定した。 
また、実験中にバス事業者からリアルタイムでの意

見・要望を聞くことも重要であることから、バス車内に

１名以上の運営スタッフを配置し、運転手とのコミュニ

ケーションを図りながら実験を進める計画とした。 

 
(2)  ─  
 2020年7月15日に札幌市の協力のもと、モエレ沼公園
の駐車場において、実際に計画されているバスターミナ

ルの全景を再現し、バス走行実験を実施した。 
バス事業者と意見交換より懸念事項として挙げられた

点である走行に影響すると考えられる柱と壁を単管パイ

プとメッシュシートで再現し、ドライバーの視認性とい

った観点も検証可能とした。（ 5） 
実験時は、①バスの挙動・軌跡を上空から検証するこ

とや、②柱などの障害物との近接を確認すること、③死

角による予測不能な事象の記録、④ドライバーの視認性

の評価などから①高所作業車による上空からの撮影、②

懸念事項に定点カメラ設置した撮影、③追尾カメラでの

撮影、④車内からの撮影 の４種類を実施した。（

6） 
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	産-2（道）北海道新幹線と高速バスが直結するバスターミナルの整備について



